
平成２７年５月２８日

熊本県企業局

第９回 荒瀬ダム撤去フォローアップ専門委員会

１



議題１
第8回の審議内容
のまとめ

２

kumamoto
スタンプ



詳細は…説明資料３頁

№ 項 目 現在の対応状況等

1 各種環境の関係性に着目
した整理について

流量、河床形状と河床材の関係性について、また
物理環境と生物環境の関係性について整理した。
⇒「物理環境変化の整理に関する考え方について」
にて後述する

2 環境調査結果の見せ方に
ついて

環境情報の見せ方について検討した。
⇒「各種データの情報蓄積と発信」にて後述する

3 撤去範囲の検討について
第6回委員会でご紹介頂いた瀬田川洗堰の現地調査
を行った。
⇒「その他」でご紹介する

３



整理方針
(1) 物理環境と生物のうち、まず物理環境の変化パターンを把握する。
(2) 物理環境では、水理特性（水深・流速）と河道特性（河道形状や粒径など）に着目する。
(3) 物理環境の変化をおさえた上で、それに対する生物の応答を検討する。

詳細は…説明資料４～１１頁<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方
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整理結果をもとに、地点毎の物理環境
の変化パターンを把握する



整理手順（１）
・調査地点の中で、物理環境の状況（PHASE）は、毎年、連続的に変化していく。
・イベント・工事の前後は物理環境の変化が大きいと予測されるので着目する。
（下図ではPHASE①と②の変化に着目した整理）

【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方

<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

５

詳細は…説明資料４～１１頁



【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方

<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

６

整理手順（２）
・イベント・工事が与えられる場合、新たな物理環境の変化（STAGE）として位置づける。
（下図ではゲート開放等の荒瀬ダム撤去に関するイベントのSTAGE整理）

STAGE2

STAGE3

▼ゲート開放（H22.4） ▼水位低下装置開放（H25.6）

STAGE1

……

詳細は…説明資料４～１１頁



整理例（与奈久）
・与奈久（荒瀬ダム上流・本川）では【ゲート開放】【水位低下装置開放】【みお筋部開放】
の各々の影響を受けた変化が考えられ、現在は【みお筋部開放】の影響下にある段階である。

【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方

<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

………STAGE1：ゲート開放 STAGE2：水位低下装置開放 STAGE3：みお筋部開放

STAGE4：
掘削工事等

STAGE1
STAGE2 STAGE3

７

▼ゲート開放
▼水位低下装置開放

▼みお筋部開放

詳細は…説明資料４～１１頁



整理例（百済木川）
・百済木川は単純なケースで、【ゲート開放】が支配的な影響となり、その後は小さな変動に
とどまり、STAGE2へ移行しない。

【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方

<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

８

………

ゲート開放が決定的な
影響をもち、その後は、
小さな変動にとどまる。
単純なケース。

STAGE1：ゲート開放

………
STAGE2に移行しない

STAGE1：ゲート開放 STAGE2：水位低下装置開放 STAGE3：みお筋部開放

3m 0.2m

浮泥堆積 河床洗掘

詳細は…説明資料４～１１頁



整理例（百済木川）
・百済木川の物理環境の具体例を以下に示した。ゲート開放後に水深が低下し、河床の相対照度
や河岸植生が変化。

【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方

<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

９

STAGE1：ゲート開放

詳細は…説明資料４～１１頁



整理例（百済木川） 【資料１】 物理環境変化の整理に関する考え方

<< (1)各種環境の関係性に着目した整理>>

STAGE1：ゲート開放

１０

STAGE1

水理特性や河道特性といった
物理環境の変化に着目し、そ
れに生物がどのように応答し
ているのか整理する。
生物の応答が顕著で、その原
因となる物理環境の変化を探
るといった逆の見方も考慮し
とりまとめる。

・STAGE1の物理環境の変化に
応答して、すぐに流水性の底生
動物の種数、回遊性魚類の種数
が増加。（PHASE①から②）
その後、付着藻類の細胞数密度
が増加。（PHASE②から③）
生物によって応答の速さが異な
る。

詳細は…説明資料４～１１頁



<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

各種データの情報蓄積と発信

H21 H25H23

●水位変化の把握

●景観の検討

ゲ
ー
ト
開
放

・水位変化の把握や景観検討に3次元データを活用することは有用
・物理環境や生物環境の変化をイメージとして3次元で作成することは可能
・変化の詳細を3次元データに反映することは作業時間・コスト的に困難

荒瀬ダム

葉木橋

佐瀬野

ダム下流から ダム上流から

１１

詳細は…説明資料１２～１７頁
【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

水
位
低
下



各種データの情報蓄積と発信

充実を図る １２

<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

詳細は…説明資料１２～１７頁



航空写真

地形図

環境情報図

航空写真＋地形図

地形図＋ 環境情報図

航空画像表示システム
ビデオから取りだした連続静止画を自動作成する技
術を利用し、ヘリコプターで撮影した画像を用いて
球磨川航空画像表示システムを構築。

１３

<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

詳細は…説明資料１２～１７頁



面積・距離の
測定が可能

上下（左右）表示が可能
・情報を比較検討
・スクロール表示が軽い

１４

<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

航空画像表示システム 【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

上

下

詳細は…説明資料１２～１７頁



0% 100%

横断測線に横断図情報をリンク付け
・平面と横断形状の関連がわかりやすい
・経年変化確認（拡大表示可）

透過表示による比較が可能
例）環境情報図 0%→100%

環境情報図の表示

１５

<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

航空画像表示システム 【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

詳細は…説明資料１２～１７頁



環境情報図航空画像（H26.1） １６



測量機能付きカメラによる定点撮影

１７

<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

企業局HPへ

詳細は…説明資料１２～１７頁



環境モニタリング（調査項目毎）の整理

１８

<< (2) 環境調査結果の見せ方について>>

【資料２】 各種データの情報蓄積と発信

企業局HPへ

詳細は…説明資料１２～１７頁



議題２
撤去工事等について

１９



【ダム本体撤去工事について】
・現況の報告（第８回委員会 現在）
・今後の予定

【撤去関連工事について】
・現況の報告（第８回委員会 現在）

２０



ダム本体撤去工事について

工事進捗（第８回委員会 現在）

右岸
（県道）

左岸
（国道）

②水位低下ゲート撤去

③右岸みお筋部撤去

：H26年度（11月 ３月）
：H27年度（４月 現在）

現況報告

２１



仮橋１

荒瀬ダム

ダム本体撤去工事について 現況報告

みお筋部撤去（仮設等）状況

下流締切擁壁

導水トンネル

※11月から仮設道路・仮橋・ヤード等を整備

２２

取水口



上流側からみた断面

岩盤

下流側からみた断面

岩盤

平面図
右岸

（県道）
左岸

（国道）

ダム本体撤去工事について 現況報告

２３

みお筋部撤去



撤去手順

①
④ ③（最右岸斜面）

②

⑤ ⑥⑧ ⑦

締切り擁壁

下流端に締切り擁壁設置後
番号の順番に撤去

上流 下流

ダム本体撤去工事について 現況報告

２４

みお筋部撤去



ダム本体撤去工事について 現況報告

みお筋部撤去（堤体上流上部左岸側）状況

H26.12.10

H26.12.10H26.12.10 ２５



ダム本体撤去工事について 現況報告

H26.12.11

H26.12.11H26.12.11

みお筋部撤去（堤体上流上部右岸側）状況

２６



ダム本体撤去工事について 現況報告

みお筋部撤去（水叩きみお部）状況

H27.2.14

H27.2.14 H27.2.14 ２７



ダム本体撤去工事について 現況報告

みお筋部撤去（発破コンクリート及び岩盤）状況

発破直後の堤体コンクリート コンクリート撤去後の岩盤

コンクリート撤去後の岩盤コンクリートと岩盤（右岸部）

岩盤

２８



牛枠
締切りコンクリート

矢板

上流から

発破後、ブレーカーにて撤去

ダム本体撤去工事について 現況報告

牛枠撤去

みお筋部撤去（牛枠・矢板・締切りコンクリート）状況

矢板撤去

締切りコンクリート撤去

２９



導水トンネルの埋戻し

導水ﾄﾝﾈﾙ

小割り
ヤード

取水口
藤本発電所

ダム本体撤去工事について 現況報告

導水ﾄﾝﾈﾙ部
約600m

導水管路部
約70m

約150m

移動式破砕機

導水トンネル

ダンプ投入状況

取水口投入

３０



導水トンネル及び導水管路埋戻し状況

H27.2.13 H27.3.26

H26.10.25 H27.1.7

運搬・埋戻し

導水トンネル埋戻し第3期完了

制水ゲート切断

ダム本体撤去工事について 現況報告

導水管路埋戻し完了

３１



導水トンネル及び導水管路埋戻し状況

H27.2.7

H27.2.2

H27.2.4

H27.3.2

導水トンネル部

ダム本体撤去工事について 現況報告

３２

導水管路部

H27.2.2

J R 部 埋 戻 し（埋戻し前）

（発泡ウレタン充填中）

（発泡ウレタン充填完了）



水位低下ゲートの撤去の状況

ダム本体撤去工事について 現況報告

H27.5.14

H27.4.15

３３

H27.4.15

撤去完了状況



環境対策（濁水処理・汚濁防止膜・防音壁）

濁水処理施設

汚濁防止膜

環境対策の実施状況

防音壁

ダム本体撤去工事について 現況報告

３４



【ダム本体撤去工事について】
・現況の報告（第8回委員会 現在）
・今後の予定

【撤去関連工事について】
・現況の報告（第8回委員会 現在）

３５



今後の予定（H27年度）

②門柱撤去（第2 6）

①管理橋撤去（1 5径間）

:H27年度（4月）
:H27年度（現在 ）

P5 P2

ダム本体撤去工事について 今後の予定

右岸
（県道）

左岸
（国道）

P3P4P6

B5 B4 B3 B2 B1

水位低下ゲート撤去

門柱撤去手順の詳細は第10回フォローアップ専門委員会で説明
３６



【ダム本体撤去工事について】
・現況の報告（第8回委員会 現在）
・今後の予定

【撤去関連工事について】
・現況の報告（第8回委員会 現在）

３７



【H26年度 関連工事実施箇所】

撤去関連工事について 現況報告

凡例

： 本体撤去工事（県）

： 関連工事（県）

： 河川改修工事（国）※参考

球磨川河川改修事業

荒瀬ダム撤去事業

①荒瀬ダム堆砂除去事業

市道瀬戸石鎌瀬線道路嵩上事業

球磨川河川改修事業

②県道中津道八代線
道路嵩上事業

３８



①荒瀬ダム堆砂除去工事

葉木橋

施工箇所：佐瀬野地区
工期：H26.10 H27.3
概要：泥土撤去 約 8,500m3

砂礫撤去 約25,000m3

堆砂除去箇所

撤去関連工事について

３９

現況報告



地元提供の絵地図

H27.3.30

H26堆砂除去工事 H27.5の状況：掘削箇所

撤去関連工事について 現況報告

４０



４１

撤去関連工事について

左岸（国道２１９号）から撮影下流から撮影

右岸から撮影

現況報告

三の瀬
二の瀬

一の瀬

三の瀬 一の瀬

二の瀬



②県道中津道八代線道路嵩上工事

道路の嵩上げ(河川外）

痕跡水位

民地 道路

施工箇所：三坂地区
工期：H26.10 H27.3
概要：道路嵩上、舗装 L=420m

撤去関連工事について

４２

現況報告



議題３
環境モニタリング調査
について

４３



【環境モニタリング調査結果】
・平成２６年度調査結果報告

【環境モニタリング調査計画】
・平成２７・２８年度調査計画

４４



平成２６年４月 平成２７年３月まで調査を実施した項目は以下のとおり。

第９回委員会の報告内容

平成２６年度の調査項目 詳細は…説明資料２４～２６頁

基
礎
項
目

水 象
（流 量）
河川形状

（横断・深浅測量、平面測量）
基盤環境

（空中写真、定点風景、河床撮影）
底 質

（粒度組成）
水 質

（常時、定期）

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル

項
目

植 物
（植 物 相）
植 物

（付着藻類）
動 物

（底生動物、重要な種）
動 物

（魚 類）

リ
ー
チ
ス
ケ
ー
ル

項
目

基盤環境
（物理環境の定期モニタリング）

基盤環境
（下代瀬採餌場産卵場環境）

植 物
（ベルトトランセクト）

工
事
関
連
項
目

大気汚染
（粉じん等）
騒 音

（特定建設作業、発破作業）
振 動

（特定建設作業、発破作業）

４５
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各年最大放流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成26年）

平成26年7月出水

最大放流量1,975m3/s

昭和57年7月出水

（過去最大）

最大放流量6,460m3/s
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各年最大流量（荒瀬ダム：昭和３０年～平成２６年）

平成２６年度の流況

昭和５７年７月（過去最大）
最大放流量6,460m3/s

荒瀬ダム
1,765m3/s

荒瀬ダム
1,975m3/s

荒瀬ダム
1,005m3/s

平成２６年度の出水状況は、1千m3/s台が3回であった。
当年度最大の７月の出水は、直近１０年間で２番目に小さい規模であった。

流量（出水状況） 詳細は…説明資料２７頁

平成２６年７月
流量1,975m3/s

４６



0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

S
30
S
31
S
32
S
33
S
34
S
35
S
36
S
37
S
38
S
39
S
40
S
41
S
42
S
43
S
44
S
45
S
46
S
47
S
48
S
49
S
50
S
51
S
52
S
53
S
54
S
55
S
56
S
57
S
58
S
59
S
60
S
61
S
62
S
63 H
1
H
2
H
3
H
4
H
5
H
6
H
7
H
8
H
9

H
10
H
11
H
12
H
13
H
14
H
15
H
16
H
17
H
18
H
19
H
20
H
21
H
22
H
23
H
24
H
25
H
26

累計堆砂量

累計堆砂量（除去無）

-200,000

-150,000

-100,000

-50,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

S
30
S
31
S
32
S
33
S
34
S
35
S
36
S
37
S
38
S
39
S
40
S
41
S
42
S
43
S
44
S
45
S
46
S
47
S
48
S
49
S
50
S
51
S
52
S
53
S
54
S
55
S
56
S
57
S
58
S
59
S
60
S
61
S
62
S
63 H
1
H
2
H
3
H
4
H
5
H
6
H
7
H
8
H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

年
堆
砂
量
、
除
去
量
(m
3
)

年堆砂量

除去量
年排砂量

年
排
砂
量
、
除
却
量
（
ｍ
３
）

経過年
累
計
堆
砂
量
（
ｍ
３
）

経過年

累計堆砂量
累計堆砂量（除却無）

自然の作用による年排砂
量が少なく、除去により
累積堆砂量が少し減少。
除去量以外の自然流下量
が約2万m3と少なく、除
去量を含まない累積堆砂
量の前年H25からの変化
は小さい。

河川形状（堆砂量）

４７

詳細は…説明資料２８～２９頁河川形状



河川形状 詳細は…説明資料３０～３３頁

河川形状（縦断）
ダム下流区間の河川形状（縦断）で、大きな変化は見られない。
【荒瀬ダム下流】

４８



ダム上流区間の河川形状（縦断）で、ダム直上流で工事により、河床変動が見られる。

河川形状

【荒瀬ダム上流】

河川形状（縦断）

４９

詳細は…説明資料３０～３３頁



河川形状 詳細は…説明資料３４～３７頁

【荒瀬ダム直上流】

河川形状（横断）
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※斜線部は工事による影響

５０

堆砂除去工事の実施箇所であり、
河床形状が変動している。



【ダム下流域】

遙拝堰湛水区間9k0 12k2は、増加と減少を交互に繰り返し。

河川形状 詳細は…説明資料３８～３９頁

河川形状（土砂変動量）
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今後の段階撤去による短期的な河川形状の予測

流量条件を3ケース設定
・1,500m3/s規模
・3,000m3/s規模
・5,000m3/s規模

Ｈ２７出水の影響を予測

５２

1,500m3/s 5,000m3/s3,000m3/s

詳細は…説明資料４０頁河川形状

【第３段階】

ダム直上流部では撤去した右岸みお筋部、河道中央部で洗掘傾向である。
ダム直下流部では撤去した右岸みお筋部で局所的な洗掘傾向、河道中央部から
左岸にかけて、土砂の堆積が進行し、砂洲の形成がみられる。



みお筋部撤去工事により、ダム直上流の平面形状は大きく変動している。

詳細は…説明資料４１～５３頁

平成25年8月19日（第２次水位低下後）
荒瀬ダム日放流量：48m3/s

荒瀬ダム

放水路

百済木川

葉木橋

平成27年2月21日（みお筋部撤去工事中）
荒瀬ダム日放流量：31m3/s

荒瀬ダム

放水路

百済木川

葉木橋

５３

河川形状



荒瀬ダム建設前の20/400 20/800の瀬が復元し易いように、ほぼ同じ形状に整形した。

平成27年4月22日（みお筋部撤去後）
荒瀬ダム日放流量：99m3/s

荒瀬ダム

放水路

葉木橋

昭和23年（荒瀬ダム建設前）

百済木川

５４

河川形状 詳細は…説明資料４１～５３頁



平成27年4月22日撮影 拡大表示

５５

河川形状

荒瀬ダム

放水路

詳細は…説明資料４１～５３頁



遙拝堰湛水区間 下流流水区間 減水区間 第２流水回復区間 第１流水回復区間 上流流水区間
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⑩ ⑪

第2次水位低下前の変動幅と比較すると、荒瀬ダム下流は、変動幅内にほぼ
収まっている。荒瀬ダム上流は変動幅を超えて変化している。

詳細は…説明資料５４～５５頁底 質

平均値の６０％代表粒径

【凡例】

：H25～26に大きく変化した地点

：第２次水位低下前の変動幅
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水質（常時観測）

11 3月中旬において、瀬戸石ダム下流より道の駅坂本の方が突発的に高い時期
が断続的に発生した。特に2月下旬 3月上旬には、36.4FTUを超過する時期が4
回発生したが、1日平均値は36.4FTUを下回り(6.6 13.6 FTU)、濁水が長期化す
ることはなかった。

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度

３地点の濁度の比較（拡大）

詳細は…説明資料５６～６０頁
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36.4FTU （SS 25mg/Lの換算値）

みお筋部の撤去

4回超過
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荒瀬ダム流入量（日平均流入量）

環境基準値（河川A類型）を達成し、ほぼ安定的に推移している。

荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

詳細は…説明資料６１～６３頁水質（定期観測）

水質定期調査（BOD）

水質定期調査（SS）

荒瀬ダム流入量（日平均流入量）

水質定期調査（pH）

水質定期調査（DO）
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在来種 外来種【夏季】

：湛水状態の時期

H23年とH26年を比較すると、全体的に外来種の割合が増加している。
平成30年度に予定されている植物相調査及び植生調査のほか、別途に実施してい
るベルトトランセクト調査も併せ、結果を取りまとめる。

植物相 詳細は…説明資料６４～６８頁

在来種と外来種の比率

５９

【№1百済木川0k400付近】



水位低下装置設置により自然裸地(27000)が増加し、水際にはﾂﾙﾖｼ群集(8001)が
生育し始めている。

植物相

【平成23年度】 【平成26年度】

⑦与奈久
植生図

６０

詳細は…説明資料６４～６８頁

自然裸地 自然裸地

ツルヨシ

ツルヨシ

ツルヨシ

ツルヨシツルヨシ

ツルヨシ

ツルヨシ

ツルヨシ



植物相

陸上植物（重要な種）について
水位低下装置設置により水位が低下したダム上流域の水際に、湿地性の重要種が
生育し始めている。

被子植物亜門双子葉植物綱

合弁花亜綱シソ科

環境省RL:準絶滅危惧 (NT)

熊本県RDB:準絶滅危惧 (NT)

被子植物亜門双子葉植物綱

合弁花亜綱ゴマノフグサ科

環境省RL:準絶滅危惧 (NT)

熊本県RDB:準絶滅危惧 (NT)

カワヂシャ

・水辺や水田に生育する越年草
・花期は5～6月
・白色で淡紫色の筋のある小さな花を多数つける

ミゾコウジュ

・河川敷や水田のあぜなどの湿った草地に生育する
越年草
・花期は5～6月
・白色で小形の唇形花を数段に輪生する

６１



細胞数密度は、「⑥葉木」で増加傾向であった。特に、アユの主要な餌に
なるといわれる藍藻綱が増加していた。

付着藻類

付着藻類の細胞数密度
⑥葉木

６２

詳細は…説明資料６９～７０頁
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詳細は…説明資料６９～７０頁
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盤足目

第2流水回復区間の「⑦葉木」や「⑧与奈久」は、第２次水位低下以降に流
水環境に回復し、瀬や淵、水際の浅瀬など多様なハビタットが形成され、
H25冬季調査結果では種数が増加した。
H25に増加したレベルをH26も維持している。

詳細は…説明資料７１～７２頁底生動物

：湛水状態の時期
⑦葉木 ⑧与奈久

多様なハビタット形成による
全体種数の増加を維持
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⑦葉木 ⑧与奈久

底生動物

第2流水回復区間の「⑦葉木」や「⑧与奈久」は、第２次水位低下以降に流
水環境に回復し、瀬が形成され、Ｈ25冬季調査結果では種数が増加した。
H25に増加したレベルをH26も維持している。

流水性種 止水性種 不明

瀬の形成による
流水性種の種数の増加を維持

６５

詳細は…説明資料７１～７２頁



<< 平成26年度の調査結果>>

底生動物（重要な種）について

６６



平成26年度の魚類相について特徴的な変化は見られない。

詳細は…説明資料７３頁魚 類
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遙拝堰
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種
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【夏季】 純淡水魚 回遊魚

：湛水状態の時期
魚類調査
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コドラート①

コドラート②

コドラート①

コドラート②

１９／０００

１９／６００

基盤環境（物理環境の定期モニタリング）詳細は…説明資料７４～７９頁

６８

出水や荒瀬ダム撤去（水位低下装置設置等）による土砂流下が、荒瀬ダム
下流の物理環境に及ぼす影響を素早く感知（把握）するため、荒瀬ダム直
下での２測線で実施。



基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

平成26年7月に右岸（内岸側）で堆積が進み、流心の位置が左岸（外岸側）
に移動した後、大きな変動は見られない。

横断形状（19k0）

コドラート②

コドラート①

コドラート②

コドラート①

荒瀬ダム

物理環境の定期モニタリング
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左
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0 5 1510 30 352520 60 65 757050 554540 100 105 11090 958580 115 120
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15.00

20.00

凡 例

24年第1回
(H24.10.13)
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25年第1回
(H25.5.9)

25年第2回
(H25.7.19)
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25年第4回
(H26.3.6)

26年第1回
(H26.6.9)

(H26.7.28)
26年第2回

26年第3回
(H26.9.30)

(H26.11.7)
26年第4回

26年第5回
(H27.1.9)

(H27.3.4)
26年第6回

コドラート位置②コドラート位置①

６９

詳細は…説明資料７４～７９頁



基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

平成26年7月に左岸の流心付近で土砂堆積が進行した後、大きな変動は見られ
ない。

横断形状（19k6）
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コドラート①

コドラート②
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荒瀬ダム

物理環境の定期モニタリング

80 85 9590 11010510040 45 5550 70 75656020 25 353010 155 115 130120 1250
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26年第1回
(H26.6.9)
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26年第2回

26年第3回
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(H26.11.7)
26年第4回

26年第5回
(H27.1.9)

(H27.3.4)
26年第6回

７０

詳細は…説明資料７４～７９頁
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

19k6(直線部)では平成26年9月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。
19k0右岸(内岸側)では平成26年3月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。

１９ｋ６００

１９ｋ０００ 左岸側 １９ｋ０００ 右岸側

【線格子法】
荒瀬ダム
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詳細は…説明資料７４～７９頁



河床材料の粒径変化（線格子法）
19k6［ダム直下流の直線部］

基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

H24.10.5 H25.2.25 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6
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粒
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19k6(直線部)では平成26年9月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。
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詳細は…説明資料７４～７９頁



河床材料の粒径変化（線格子法）
19k0［蛇行部］の右岸

基盤環境（物理環境の定期モニタリング）
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19k0右岸(内岸側)では平成26年3月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。

コドラート②

コドラート①
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コドラート①

荒瀬ダム
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詳細は…説明資料７４～７９頁



基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

１９ｋ０００左岸（コドラート① ）
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１９ｋ０００右岸（コドラート② ）
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19k0右岸(内岸側)では平成26年6月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。
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【面積格子法】
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詳細は…説明資料７４～７９頁



基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

19k0右岸(内岸側)では平成26年6月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。

河床材料の粒径変化（面積格子法）
19k0［蛇行部］の右岸

線格子法（19k000）81.5～96.0mH24.10.13 H25.2.26 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6

H26.6.9 H26.7.28 H26.9.30 H26.11.7 H27.1.9 H27.3.4

粒
径
加
積
曲
線

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

構
成
比
率

粒径（mm）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

構
成
比
率

粒径（mm）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

構
成
比
率

粒径（mm）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

構
成
比
率

粒径（mm）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

構
成
比
率

粒径（mm）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

構
成
比
率

粒径（mm）

コドラート②

コドラート①

荒瀬ダム

７５

詳細は…説明資料７４～７９頁



基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

１９ｋ６００右岸（コドラート② ）
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19k6(直線部)では平成26年7月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。
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基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

コドラート②

コドラート①

荒瀬ダム

19k6(直線部)では平成26年7月以降に細粒化が進行し、その状態を維持。

河床材料の粒径変化（面積格子法）
19k6［ダム直下流の直線部］の右岸
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詳細は…説明資料７４～７９頁



下代瀬採餌場産卵場調査 アユの産卵場環境

瀬付け箇所、瀬付け以外の箇所ともに、第1 6回で大きな変化なし。
瀬付け箇所は貫入度が10.7 15.8cmと高く、瀬付け以外の箇所は3.0 4.8cmと
低く、その状態が継続。

調査道具（シノ）調査状況

詳細は…説明資料８０～８４頁
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下代瀬採餌場産卵場 アユの採餌場環境

変動範囲は、春季が-0.03 1.07、夏季が7.51 63.02、秋季が-1.40 72.90。

採餌場環境調査（一次生産力）

７９

詳細は…説明資料８０～８４頁



植物（ベルトトランセクト）

全体的には、平成25年 平成26年にかけて大きな変化は見られない。
ただし、水位が低下した第2流水回復区間の№2では、先駆的に外来種が生育
し始めている。

乾
性
に
変
化

詳細は…説明資料８６～９１頁

：外来種を主とする群落
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大気汚染（粉じん等）

参考基準値10t/km2/月以下で推移。
工事実施前の11 3月(H23年度)と実施中の8 3月(H26年度)を比較すると、ほぼ
同程度の数値であり、工事中の散水等の対策によって参考値以下に抑えられた。

詳細は…説明資料９２頁

８１



騒 音
環境騒音は、工事施工前後で大きな変化なし。
特定建設作業騒音は、基準値85dB(A)以下。
発破騒音は、管理値96dB(A)以下。

詳細は…説明資料９３頁
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振 動
環境振動は、工事施工前後で大きな変化なし。
特定建設作業振動は、基準値75dB以下。
発破振動は、管理値75dB以下。

詳細は…説明資料９４頁
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3月19日出水状況
出水時（3月19日）13:00

８４

3月19日出水について 詳細は…説明資料９５～９６頁

ピーク流量：372m3/s
（3/19 21:00）

●
撮影時点



出水後のみお筋部の状況

3月30日

3月26日

左岸側 右岸側

８５

3月19日出水について 詳細は…説明資料９５～９６頁



測量結果 実績変動量（３／１９出水後）

3月19日出水について

堆積量 ３９千ｍ3

洗掘量 ４０千ｍ3（36+4）

仮締切土量4千ｍ3※平成27年２月と4月の横断測量の比較

佐瀬野

道の駅坂本

８６

詳細は…説明資料９５～９６頁



平成27年3月19日出水後の
河床形状（縦断形状）と、
撤去計画見直し時の河床変
動予測シミュレーション結
果を比較した結果、土砂の
堆積がみられた区間では、
当初の予測河床高の範囲内
である。

1次元河床変動解析による
予測結果との比較

工事でみお筋部をTP+15mで仕上げ
建設当時の矢板も除去したため、
河床高の低下がみられる

泥土・砂礫の除去、瀬の造成後、
3/19出水により土砂が流出し、
河床高が低下している

土砂の堆積がみられるが、
当初の予測河床高の範囲内

撤去後20年以降は河床高
の上昇が予測されている

８７

3月19日出水について 詳細は…説明資料９５～９６頁



平面2次元河床変動解析
による予測結果との比較
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（第 4 段階） 
50 

40 

30 

20 

10 

（全撤去） 

既往最大洪水規模

土砂流出の影響は
ほとんどみられない

3月19日出水について

平成27年3月19日出水後の
河床形状（横断形状）と、
撤去計画見直し時の河床変
動予測シミュレーション結
果を比較した結果、土砂の
堆積がみられた区間では、
当初の予測河床高の範囲内
である。

右岸から中央部にかけて土砂の堆積が
みられるが、概ね当初の予測河床高
の範囲内である

８８

詳細は…説明資料９５～９６頁



【モニタリング調査結果】
・平成２6年度調査結果報告

【モニタリング調査計画】
・平成２7・２8年度調査計画

８９



4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

基盤環境の変遷
（空中写真撮影）

－ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ●

植物相 － 春、夏、秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①
(遥拝堰除く)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物（重要な種） － 春、夏、秋 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

既往調査結果整理 － 不定期

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

底生動物
（重要な種）

－ 初夏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥類 －
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既往調査結果整理 － 不定期

19k0

19k6

植物 ベルトトランセクト － 秋 ○ ○ ○

○又は－：調査　　●又は…：必要に応じて調査　　※：植物相の調査の中で確認

調査実施済みの項目は赤字で示す

調査地点

①： 遙拝堰、下代瀬、道の駅坂本、荒瀬ダム百済木川流入部、西鎌瀬（鎌瀬、藤ノ瀬、宮瀬付近）

②： 坂本橋、横石

③： 与奈久（湯の瀬付近）、葉木（小股の瀬）

④： 瀬戸石ダム下流

平成27年4月は、みお筋部撤去直後の変化を把握するために、河川形状（横断・深浅測量、平面測量）の調査を実施

４年目（H27年度） ５年目（H28年度） ６年目（H29年度） （H30年度）

撤 去 工 事 計 画

（H23年度） １年目（H24年度） ２年目（H25年度） ３年目（H26年度）

11 3 11 3 11 3 11 33 11 3

調査地点

11 3 11

出水期後
適宜

河川形状
（平面測量）

－ 出水期後

基盤環境の変遷
（河川物理環境情報図）

出水期後

底質

既往調査結果整理 － 不定期

基
礎
項
目

水象 流量 常時

基盤環境

河川形状
（横断・深浅測量）

粒度組成 － 出水期後

②

③

④

基盤環境の変遷
（定点風景・河床撮影）

－ 出水期後

①
(遥拝堰除く)

－

出水時調査
濁度、SS、DO、
粒度組成

毎年１出水 ○ ○ ○

水質

常時観測
ｐH、濁度、 DO、
水温

常時

定期観測
pH、濁度、DO、BOD、

TN、TP、水温、SS 他
毎月１回

既往調査結果整理 不定期

リ
ー

チ
ス

ケ
ー

ル
項
目

基盤環境

定期モニタリング ○ ○ ○

○

動物

底生動物 春、冬

○

魚類 春、夏、秋

○

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー

ル
項
目

植物

付着藻類 春、冬

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

工
事
関
連

項
目

大気
汚染

粉じん等 工事期間中

騒音 建設機械の稼動 工事期間中

下代瀬餌場産卵場環境 下代瀬 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

振動 建設機械の稼動 工事期間中 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

出 水 期

河川外工事

水位低下設備 管理橋撤去（右岸） 右岸門柱撤去 右岸みお筋部撤去 左岸門柱撤去管理橋撤去（左岸） 左岸越流部撤去 右岸部撤去

水位低下設備の設置
ゲート撤去着手

右岸門柱の撤去

管理橋の撤去（右岸）

右岸みお筋部の撤去

ゲート撤去完了
左岸門柱の撤去

管理橋の撤去（左岸）
左岸越流部の撤去 右岸部の撤去

　第５期  
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　第３期
50

40

30

20

10

⑥⑦⑧

　第２期
50

40

30

20

10

③ ②④⑤

　第１期
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水位低下設備設置後
（水位低下）

右岸みお筋部撤去後

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

河川外工事

河川内工事
出 水 期

①

● ● ● ●

前倒し調査

●

前倒し調査

H27年の予備調査

●

●

●

●

平成２７・２８年度の調査項目 詳細は…説明資料９９～１１３頁

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

基盤
環境 河川形状

（平面測量）
出水期後

調査項目
H27年度

11 3

河川形状
（横断・深浅測量）

出水期後
適宜

●

●

●

平成27年4月は、みお筋部撤去直後の変化
を把握するために、河川形状（横断・深浅測
量、平面測量）の調査を実施
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H27は、【横石】及び【坂本橋】でも、魚類、底生動物及び付着藻類の調査を実施

H27年度 調査地点図（測量以外）

空中写真撮影

９１

平成２７・２８年度の調査項目 詳細は…説明資料９９～１１３頁



その他
撤去範囲の検討に
ついて

９２



旧洗堰（奥）と建築当時の新洗堰（手前）

国土交通省近畿地方整備局
琵琶湖河川事務所

パンフレット及びHPより

・琵琶湖の洪水と渇水という相反する2つの問題を
解決するために設置されたのが洗堰

・淀川改良工事によって建設された洗堰は「南郷洗堰」
と呼ばれ、明治38年に完成

・昭和36年、新洗堰の築造によってその役割を終えたが、
貴重な史跡としてその一部が当時のまま残されており、
平成14年11月18日に土木学会から土木遺産として認定

琵琶湖瀬田川洗堰の概要

９３

<< (３)撤去範囲の検討について>>



洗堰の模型（水のめぐみ館 アクア琵琶）

旧瀬田川洗堰（右岸） 旧瀬田川洗堰（左岸）

９４

<< (３)撤去範囲の検討について>>



ダムの現況【上流から】

<< (３)撤去範囲の検討について>>

右岸
（県道）

左岸
（国道）
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ダムの現況【下流から】

<< (３)撤去範囲の検討について>>

９６

右岸
（県道）

左岸
（国道）



終了


	スライド
資料 
	議題１　第8回の審議内容のまとめ

	議題２　撤去工事等について

	議題３　環境モニタリング調査について

	その他　撤去範囲の検討について



